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P1	 総会案内
P2	 リンクする同期会・OB会
P3	 同期会開きました
P4	 �刺激的な風を送る同窓会

としてスタートし、胸を
はって旭の卒業生といえ
るように母校支援が目標
の９年間

P5	 �旭窓会決算報告・予算（案）
P6～7 がんばる同窓生
	 18期   西村朗 氏
	 �作曲家。いずみホール「い

ずみシンフォニエッタ大
阪」音楽監督やNHK教育
TV「N響アワー」の司会
をつとめる

P7	 �異業種交流会
P8～9 広告
P10	 �母校の動向
P11	 �あの先生は今  安永和夫  先生
P12	 母校の一年

旭窓会総会：2010年10月24日（日）

同期・クラブＯＢ 誘いあわせて参加してください

日　　時	 2010年10月24日（日）
受付開始	 午前11時30分
総　　会	 午後12時00分
懇 親 会	 午後12時30分
会　　場	 ホテルニューオータニ大阪３階「大観苑」
参 加 費	 6,000円　53期以降　4,000円

旭窓会総会 ＊ �会場準備の都合上、同封はがきで出欠をお知らせ
ください。

＊ �住所不明の方もありますので、同期お誘いあわせ
てご参加ください。

○JR環状線・京阪・地下鉄鶴見緑地線京橋駅徒歩10分
○JR環状線大阪城公園駅徒歩3分
○地下鉄鶴見緑地線大阪ビジネスパーク駅徒歩３分

昨年の総会の模様
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official 旭窓会ホームページ旭窓会ホームページ
「旭窓会公式ホームページ」ご覧いただいていますか？

同窓生の、同窓生による、同窓生のためのHPづくりをめざします。
住所変更・ご提案・ご要望・ご意見　メール下さい。
　http://kyokusoukai.info/index.php
　《Eメール》asahi14@occn.zaq.ne.jp

【HP製作スタッフ募集】　　

２年に１回の開催を約して バレーボール部OB会をリンクしました

　昨年の「旭窓」で、山岳部OB諸氏に総会にリンクしてクラブOB
会を開催しませんか…と呼びかけたところ、11期から21期まで10
人の参加がありました。また、当日参加できない８期と24期の２人
の方からは、OB会開催を希望する手紙をいただきました。
　同じクラブに所属したといっても、在校中に合間見えるのは、本
人を中心に前後５年。ところが、当時のクラブ（同好会）の思い出
や山の話など、初対面かと思えないほど話が弾みました。手紙には、
７期の先輩が同好会として立ち上げたことや、合宿中のヘリ出動の
話、OB会開催希望などが
記されていました。
　参加者の合意で、今後
２年に１回の割合で、旭
窓会総会とリンクして山
岳部OB会を開くことにな
りました。2011年、お会
いできることを楽しみに
しています。来年まで待
てない方、今年もどうぞ!

　昨年10月25日、旭窓会総会にリンクして、バレーボール部OB会
兼樋上先生の定年退職を慰労する会を開催させていただきました。
先生を囲んで一・二次会で都合15名の参加者と他に多くのはがき・
メールでのメッセージもお見せでき、楽しく懐かしいひとときを過
ごすことができました。
　今後も、旧顧問を囲んでOB会をもっと開催してまいります。

20期　居 相 重 幸

検 索旭 窓 会 「旭窓会」で
検索して下さい。

リンクする同期会・クラブOB会
　昨年、総会と同期会・OB会のリンクを呼びかけ
たところ、21期と19期、バレーボール部と山岳部が、
24日の総会当日に、同期会・OB会を開催しました。

山 岳 部 バレーボール部

Ⅰ 会長が辞意を表明したとき
　1.	 選挙管理委員会設立
	 会計監査委員が兼務する。
　2. 	告知
	 『旭窓』において、立候補要件・受付期間・届出先を告知する。
　3. 	受付期間
	 『旭窓』発送後から総会10日前までとする。
　4. 	受付要件
	 �正会員10人以上の推薦人名簿を添えて、選出管理委員長に

届け出る。
　5. 	役員会の推挙
	 �役員会は、指名委員会を設立し、必ず役員会の推薦候補を

選出する。
　6. 	総会での選出
	 ＊候補者が複数の場合　

	 　�総会において、選出管理委員会の下、選挙を行い、最多
得票者を次期会長とする。

	 ＊候補者が単独の場合
	 　�総会において、指名委員長が推薦理由を陳べ、出席者の

承認を得る。

Ⅱ 現会長が留任の意志を表明したとき
	 ※ 役員会からの推挙
	 　 役員会は、指名委員会を設立し、現会長を推挙する。
	 ※ 総会で
	 　 �総会において、指名委員長が推薦理由を陳べ、出席者の

承認を得る。

Ⅲ 現会長が任期途中で辞任もしくは続行不能の場合
	 ※ 副会長が現会長の任期満了まで務める。

　３期９年にわたって、本会の会長を続けてきた田中健司会長が、今期をもって退任することになりました。上浦会長と田中
会長は、禅譲で会長職につきましたが、会員も増え組織も大きくなったことから、会長選出の内規を設けました。
次期会長に立候補をされる方は、以下の条件で立候補を受け付けます。

・立候補受付期間 『旭窓』発送後、総会10日前まで。
・届出先 選出管理委員（会計監査）　寺田　典史氏（11期）　住所  560-0084  豊中市新千里南1-2  B11-37  Tel 06-6831-3130
・�受付要件 正会員10人の推薦状を添えて、書面で立候補の意を選挙管理委員に届ける。

メール登録もできます。

次期会長立候補受付の告知

会長選出の内規
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■
一
期
生
親
睦
会
開
催

　

平
成
二
十
二
年
六
月
六
日　

神
仙
閣
に
て

　

一
期
生
の
集
い
を
や
り
た
い
な
あ
と
思

い
な
が
ら
、
お
互
い
七
十
才
を
と
う
に
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

旭
高
校
を
卒
業
し
て
五
十
五
年
の
節
目

の
年
に
や
っ
と
重
い
腰
を
上
げ
て
準
備
会

四
人
の
メ
ン
バ
ー
の
協
力
で
親
睦
会
を
開

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。遠
く
は
千
葉
市
、

横
浜
市
か
ら
集
ま
っ
た
三
十
二
名
が
肩
を

寄
せ
合
っ
て
、
な
ご
や
か
な
笑
い
の
中
、

写
真
撮
影
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

毎
年
ク
ラ
ス
会
を
し
て
い
る
方
や
、

五
十
五
年
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
た
方
も
い
る

中
、
予
め
決
め
ら
れ
た
席
割
に
も
か
か
わ

ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
歓
談
の

花
が
咲
き
、

温
か
い
も

の
が
流
れ

て
い
て
遠

い
昔
共
に

過
ご
し
た

高
校
時
代

の
深
い
絆

を
改
め
て

感
じ
ま
し

た
。

　

皆
、
健

康
で
出
席

で
き
た
こ

と
に
感
謝

で
す
。

関
　
昌
子

　

平
成

二
十
二

年
七
月

三
日
、

ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー

オ
ー
タ

ニ
で
、

三
期
生

古
稀
記

念
同
期

会
を
開

催
し
ま

し
た
。

　

同
期
生
と
恩
師
・
来
賓
の
計
五
十
三
名

が
参
加
し
、
一
年
半
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
次
回
は
、「
ア
ラ
？
古
希
だ
！
同
期

会
」
と
し
て
、
来
年
四
月
十
七
日
（
日
）

に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
で
の
開

催
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

■
旭
高
校
十
五
期
生 

還
暦
同
窓
会

　

遠
方
か
ら
の
参
加
も
多
く
、
九
十
四
名

の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

倉
西
先
生
、
若
谷
先
生
、
二
宮
先
生
に

は
ご
多
忙
の
中
、
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

受
付
か
ら
始
ま
っ
た
同
期
会
は
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
に
も
か
か
わ
ら
ず
楽
し
い
会

話
に
花
が
咲
き
三
時
間
で
は
足
り
ず
、
二

次
会
、
三
次
会
へ
と
延
々
と
続
き
、
四
次

　

関
東
・
東
海
か
ら
の
参
加
者
も
久
し
振

り
に
大
阪
弁
で
語
り
合
い
、
時
間
の
経
つ

の
が
「
あ
っ
！
」
と
い
う
間
で
し
た
。

　

来
春
同
期
会
に
元
気
で
再
会
。
そ
し
て

来
秋
の
リ
メ
イ
ク
修
学
旅
行
に
行
こ
う
！
。

会
も
あ
っ
た
と
か
…
。

　

再
び
、
十
五
期
生
が
集
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
少
し
期
待
し
て
。
そ
れ
ま
で
、
皆

さ
ん
、
お
元
気
で
。

　

森
　
加
代
子

■
二
十
四
期
同
窓
会
報
告

　

六
月
十
三
日
、三
十
二
名
（
男
十
三
名
・

女
十
九
名
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

遠
く
は
熊
本
・
福
岡
・
関
東
か
ら
、
ま

た
近
隣
の
滋
賀
・
京
都
か
ら
も
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
卒
業
ア
ル
バ
ム
を

映
し
、
一
人
ず
つ
「
一
言
」。
文
化
祭
の

８
ミ
リ
を
放
映
す
る
な
ど
し
て
、
楽
し
い

楽
し
い
会
は
予
定
を
二
時
間
も
オ
ー
バ
ー
。

　

今
回
は
同
期
全
員
に
連
絡
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
後
は
参
加
者
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
二
十
四
期
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。西

口
　
賢
治

■
第
八
回  

十
期
生
会

　

十
月
三
十
一
日
の
十
期
生
会
は
、
穏
や

か
な
秋
日
和
の
中
、
四
十
九
名
（
同
窓
会

長
含
む
）
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

皆
で
旭
高
校
校
歌
を
合
唱
す
る
時
は
、

毎
回
の
こ
と
で
す
が
、
高
校
時
代
が
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ

か
ら
先

も
、
冗

談
を
言

っ
て
は

陽
気
な

笑
い
皺

を
顔
に

刻
み
つ

つ
ゆ
る

や
か
に

老
い
の

坂
を
下

っ
て
い

き
ま
し

ょ
う
。

■
十
一
期
生　

同
期
会

　

四
月
十
一
日
、
京
都
で
名
残
り
の
桜
を

楽
し
み
、
二
条
苑
（
旧
山
縣
有
朋
邸
）
で

三
十
名
が
旧
交
を
暖
め
ま
し
た
。

■
旭
高
三
期
生 

古
稀
記
念
同
期
会

■
六
期
生
同
窓
会

同
期
会
開
き
ま
し
た

平成22年５月29日　ホテルニューオータニ大阪

「大和高原BoscoVilla」にて（同期の播摩稔氏が総支配人）

恩師代表挨拶
山 本 茂 雄 先生

H21.11.14  ホテルニューオータニ
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創
立
五
十
周
年
を
期
に
４
期
の
上

浦
康
平
氏
（
故
人
）
か
ら
会
長
職
を

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
実
力
の
な
い
私

に
、
先
輩
諸
兄
や
後
輩
か
ら
暖
か
い

ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
、
さ
ら
に
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
十
周
年
を
迎
え
る
ま
で

に
成
長
し
た
母
校
と
と
も
に
同
窓
会

の
活
動
が
継
続
さ
れ
、
会
員
の
約

七
十
五
％
の
住
所
確
認
が
で
き
、
今

日
の
よ
う
に
活
動
が
で
き
る
の
は
初

代
会
長
を
は
じ
め
歴
代
の
会
長
・
役

員
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

九
年
間
は
変
化
の
連
続
で
し
た
。

二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
、
運
営

賛
助
金
制
度
の
導
入
、
二
〇
〇
五
（
平

成
十
七
）
年
、
個
人
情
報
保
護
法
の

施
行
、二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
、

年
会
費
制
度
の
導
入
と
同
窓
会
活
動

の
根
幹
を
な
す
制
度
が
変
化
し
、
同

窓
会
の
あ
り
方
・
ス
タ
ン
ス
を
考
え

直
す
九
年
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　　
　

　

創
立
五
十
周
年
以
前
は
、
寄
付
金

を
除
い
て
新
卒
業
生
が
納
め
る
「
入

会
金
」
が
同
窓
会
活
動
の
原
資
で
し

た
。
そ
の
後
、
卒
業
生
の
減
少
と
会

員
の
増
加
が
同
時
進
行
し
、
入
会
金

だ
け
で
同
窓
会
活
動
を
維
持
す
る
こ

と
は
困
難
と
判
断
し
、
運
営
賛
助
金

制
度
の
導
入
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

入
会
金
と
卒
業
生
の
浄
財
「
運
営

賛
助
金
」
を
原
資
に
活
動
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
母
校
の
意
向
と
卒
業
生

の
意
向
を
調
整
し
活
動
す
る
こ
と
と

考
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
年
理
事
会

の
充
実
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
設
立
へ
の
助

成
な
ど
を
実
現
い
た
し
ま
し
た
。
寄

付
色
の
強
い
運
営
賛
助
金
は
、
会
員

全
体
の
約
三
％
程
度
の
協
力
し
か
得

ら
れ
ず
、
一
年
当
た
り
約
一
五
〇
万

円
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
会
員
増
に
よ
る
会
報
「
旭

窓
」
の
発
行
費
用
が
増
加
し
た
こ
と

と
、
府
の
高
校
再
編
事
業
が
完
了
し

母
校
支
援
の
意
義
も
明
確
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
年
会
費
制
を
導
入
い
た

し
ま
し
た
。
よ
り
充
実
し
た
活
動
を

可
能
に
す
る
た
め
に
、
お
一
人
お
ひ

と
り
に
同
窓
会
活
動
へ
の
関
心
と
ご

協
力
を
い
た
だ
く
た
め
に
導
入
し
た

年
会
費
制
で
す
。
た
だ
、
年
会
費
制

は
会
員
資
格
を
問
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
活
動
を
模
索

す
る
責
任
が
旭
窓
会
に
課
せ
ら
れ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
に
施

行
さ
れ
た
「
個
人
情
報
保
護
法
」
は

同
窓
会
に
大
き
な
責
務
を
課
し
て
い

ま
す
。
会
員
の
中
に
は
、
会
員
名
簿

発
行
で
生
じ
る
迷
惑
は
同
窓
会
の
責

任
と
考
え
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
ま

た
残
念
で
す
が
、
会
員
以
外
に
は
配

布
（
有
償
）
し
て
い
な
い
名
簿
が
転

売
な
ど
で
第
三
者
に
渡
っ
て
し
ま
う

事
例
も
あ
り
ま
し
た
。
従
い
ま
し
て
、

『
会
員
名
簿
』
は
二
〇
〇
二
（
平
成

十
四
）
年
版
を
最
後
に
、
同
窓
会
名

簿
の
発
行
を
停
止
し
て
い
ま
す
。

　

名
簿
発
行
の
停
止
に
よ
っ
て
、『
会

員
情
報
の
管
理
』、
中
で
も
住
所
管
理

が
同
窓
会
の
重
要
課
題
と
な
り
ま
し

た
。
郵
便
局
に
届
出
が
あ
れ
ば
、
住

所
変
更
後
も
一
年
間
は
、
郵
便
物
が

転
送
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
年
一
回

の
『
旭
窓
』
郵
送
は
転
送
の
期
限
か

ら
も
継
続
す
べ
き
で
す
。
同
窓
会
紙

発
行
の
経
費
約
二
五
〇
万
円
（
一
通

当
り
約
一
四
〇
円
）
は
大
き
な
負
担

で
す
。
年
会
費
・
運
営
賛
助
金
の
協

力
を
会
友
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
所
以
で
も
あ
り
ま

す
。

　

来
年
、
母
校
は
創
立
六
十
周
年
を

迎
え
、
ま
す
ま
す
進
化
す
る
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
支
援
す
る

た
め
に
も
、
今
後
、
旭
窓
会
は
学
年

同
期
会
や
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
と
連
携
を

深
め
、
各
期
や
Ｏ
Ｂ
会
の
ご
意
見
を

集
約
し
、
母
校
の
発
展
と
会
員
の
親

睦
と
い
う
活
動
の
目
的
を
探
求
す
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
同
期
会
ま
で
達
し
な
い

「
ク
ラ
ス
会
」
や
「
仲
好
し
会
」
が
各

地
で
活
発
に
開
催
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
世
話
人
と
旭
窓
会
が

連
携
の
取
れ
て
い
な
い
期
が
多
く
あ

る
の
も
現
状
で
す
。
連
携
が
取
れ
れ

ば
同
期
会
で
出
た
話
題
（
グ
チ
っ
た

ボ
ヤ
キ
話
）
が
旭
窓
会
の
活
動
に
生

か
さ
れ
、
関
心
も
持
っ
て
い
た
だ
け

る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

　
「
刺
激
的
な
風
を
母
校
に
送
る
同
窓

会
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を
は
じ
め
、

「
卒
業
生
が
胸
を
は
っ
て
『
私
は
旭
の

卒
業
生
で
す
』
と
言
え
る
母
校
へ
の

支
援
」
を
目
標
に
し
て
き
た
、
私
の

会
長
と
し
て
の
九
年
間
の
反
省
で
も

あ
り
ま
す
。

　

今
期
で
退
任
い
た
し
ま
す
が
、
新

会
長
の
下
、
会
員
各
位
の
ご
理
解
と

ご
協
力
で
、
ま
た
ご
提
案
で
旭
窓
会

の
本
来
の
目
的
で
あ
る
「
母
校
の
発

展
」
と
「
会
員
の
親
睦
」
が
深
ま
る

こ
と
を
お
祈
り
し
、
九
年
間
の
お
礼

と
い
た
し
ま
す
。

旭窓会会長
田中健司（14期）

（写真撮影：京極寛・14期）

運
営
賛
助
金
と

年
会
費（
協
力
金
）と
制
度
改
革

個
人
情
報
保
護
法
と

会
員
情
報
の
管
理

ボ
ヤ
キ
型
か
ら

提
案
型
同
期
会
に

九
年
間
の
ご
支
援
・
ご
協
力
と

ご
理
解
に
感
謝

お知恵・お力　貸してください
　来年、母校が創立60周年を迎えま
す。同窓会としても記念事業を計画
しています。
　企画内容を一緒に考え、運営を一
緒にしてくださるボランティアス
タッフを募集しています。
　返信はがきで応募ください。後日
連絡させていただきます。

九
年
間
の
ご
支
援
・
ご
協
力
と
ご
理
解
に
感
謝　

刺
激
的
な
風
を
母
校
に
送
る  

か
ら

胸
を
は
っ
て「
旭
の
卒
業
生
で
す
」と
言
え
る
母
校
へ 

ま
で
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小
学
校
五
年
で
知
っ
た
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
魅
力

　

十
八
期
生
の
私
が
旭
高
に
入
学
し
た

の
は
、
一
九
六
九
年
四
月
で
、
卒
業
は

一
九
七
二
年
三
月
で
し
た
。
全
国
的
な

学
生
闘
争
の
後
期
か
ら
末
期
の
こ
ろ

で
、
七
〇
年
に
は
大
阪
万
博
が
あ
り
、

三
島
由
紀
夫
の
自
決
も
あ
り
ま
し
た
。

私
の
出
身
中
学
は
大
阪
市
立
東
中
学
校

で
、
中
一
の
こ
ろ
か
ら
作
曲
家
を
目
指

し
て
、
個
人
的
に
音
楽
の
専
門
教
育
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
育
ち
は
音
楽
的
な

環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
小

学
校
五
年
生
の
と
き
、
新
設
さ
れ
た
校

内
放
送
室
の
一
員
と
な
り
、
そ
こ
で
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
魅
力
を
知
り
、
さ
ら

に
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
交
響

曲
」
と
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
「
新
世
界

交
響
曲
」
に
出
あ
っ
た
こ
と
で
、
作
曲

家
に
な
り
た
い
と
強
く
願
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

作
曲
家
へ
の
受
験
勉
強
と
高
校

生
活

　

進
学
志
望
の
大
学
は
、
国
立
の
大
学

で
唯
一
作
曲
科
の
あ
っ
た
東
京
芸
術
大

学
音
楽
学
部
で
、
そ
の
受
験
勉
強
の
た

め
、
高
校
で
は
一
般
学
科
の
学
習
に
加

え
て
、
大
阪
と
東
京
の
師
匠
の
下
で
の

作
曲
理
論
や
ピ
ア
ノ
や
ソ
ル
フ
ェ
ー

ジ
ュ
の
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
特
殊
事
情
の
下
で
の
旭
高
入
学

で
し
た
。

　

旭
高
を
選
択
し
た
理
由
は
、
校
舎
が

新
し
く
清
潔
な
感
じ
で
、
校
風
が
明
る

く
の
び
や
か
に
思
え
た
か
ら
で
、
独
立

し
た
立
派
な
建
物
の
学
生
食
堂
や
優
雅

な
欧
風
の
泉
水
池
の
あ
る
中
庭
、
そ
し

て
広
い
校
庭
も
す
ば
ら
し
く
、
さ
ら
に

は
城
東
区
鴫
野
の
自
宅
か
ら
徒
歩
で
も

通
え
る
と
い
う
立
地
も
大
変
あ
り
が
た

く
思
え
ま
し
た
。

　

旭
高
の
三
年
間
、
い
や
な
思
い
出
は

何
一
つ
あ
り
ま
せ
ん
。
立
派
な
先
生
方

と
よ
い
友
人
た
ち
と
出
会
え
、
幸
せ
で

し
た
。
先
生
方
で
は
特
に
数
学
の
松
村

先
生
と
国
語
の
倉
西
先
生
に
か
わ
い

が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
自
宅
に

も
伺
い
ま
し
た
。

　

無
論
の
こ
と
、
高
校
生
の
本
分
は
学

業
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
点
に
お

い
て
私
は
は
な
は
だ
劣
等
生
で
、
特
に

理
科
系
科
目
の
成
績
は
目
を
覆
う
ば
か

り
。
と
い
う
の
も
、
志
望
大
学
の
入

試
（
当
時
）
の
一
般
学
科
は
国
語
・
外

国
語
と
歴
史
の
三
科
目
だ
け
で
し
た
の

で
、
そ
の
他
の
学
科
に
つ
い
て
は
、
旭

高
時
代
に
積
極
的
に
学
習
し
た
記
憶
は

ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
、
先
生

方
の
お
情
け
で
毎
度
毎
度
、
赤
点
を
な

ん
と
か
免
れ
る
と
い
う
有
様
で
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
に
も
関
心
は
あ
り
ま
し
た

が
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
余
裕
が
な
く
、

残
念
な
が
ら
ど
こ
に
も
所
属
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

受
験
準
備
の
レ
ッ
ス
ン
課
題
を
こ
な

す
た
め
に
授
業
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
さ
ぼ

り
、
東
京
の
師
匠
の
も
と
に
行
っ
た
り
、

自
宅
に
こ
も
っ
て
勝
手
な
作
曲
し
た
り

で
、
し
ば
し
ば
数
日
連
続
欠
席
も
し
ま

し
た
。
い
ま
思
え
ば
、
よ
く
卒
業
で
き

た
も
の
で
、
先
生
方
の
温
か
い
理
解
を

賜
っ
て
の
こ
と
と
、
あ
ら
た
め
て
感
謝

の
念
を
抱
き
ま
す
。

大
学
入
学
で

大
好
き
な
作
曲
に
打
ち
込
め
る

　

そ
し
て
な
ん
と
か
卒
業
後
、
一
浪
し

て
志
望
大
学
に
入
学
し
、
今
日
に
至
る

東
京
暮
ら
し
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
芸

大
作
曲
家
の
同
期
入
学
は
十
九
名
で
、

出
身
地
も
年
齢
も
バ
ラ
バ
ラ
で
し
た

が
、
志
を
同
じ
く
す
る
た
め
す
ぐ
打
ち

解
け
、
飲
み
会
な
ど
で
は
、
現
代
芸
術

や
作
曲
技
法
な
ど
に
つ
い
て
、
生
意
気

な
議
論
を
さ
か
ん
に
た
た
か
わ
せ
ま
し

た
。
作
曲
科
の
学
生
と
な
り
、
と
に
か

く
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
作
曲
と
い
う

大
好
き
な
こ
と
に
打
ち
込
む
こ
と
が
誰

は
ば
か
ら
ぬ
本
分
と
な
っ
た
こ
と
で
し

た
。

　

情
報
豊
か
な
環
境
で
、
欧
米
の
前

衛
や
実
験
的
な
作
曲
に
も
魅
せ
ら
れ
、

そ
う
し
た
影
響
を
受
け
つ
つ
ど
ん
ど

ん
作
曲
し
、
幸
い
に
も
内
外
の
作
曲

コ
ン
ク
ー
ル
で
い
く
つ
か
の
賞
を
得

て
、
学
部
か
ら
大
学
院
へ
と
す
す
み
、

勢
い
に
乗
っ
て
調
子
づ
い
て
お
り
ま

し
た
。

希
求
心
か
ら
迎
え
た
作
曲
家
と

し
て
の
試
練

　

し
か
し
、
八
〇
年
に
大
学
院
を
終
了

し
た
頃
か
ら
、
思
い
悩
む
時
期
が
始
ま

り
ま
し
た
。
自
ら
の
作
曲
の
独
自
性
や

独
創
性
に
つ
い
て
の
希
求
心
が
強
ま
っ

た
か
ら
で
、
作
曲
家
と
し
て
の
本
当
の

試
練
の
と
き
を
迎
え
た
わ
け
で
す
。
そ

の
後
の
五
年
間
は
、
苦
し
み
つ
つ
模
索

を
続
け
、
日
本
や
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
な

思
想
・
宗
教
・
哲
学
・
美
学
・
芸
術
な

ど
も
で
き
る
限
り
探
求
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
自
分
な
り
の
継
続
深
化
発
展
的

テ
ー
マ
と
作
曲
技
法
に
な
ん
と
か
た
ど

り
着
い
た
の
は
、
八
十
年
代
の
後
半
で
、

三
十
歳
代
の
半
ば
に
近
づ
い
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
あ
た
り
の
苦
悩
の
経
緯
は
、

「
光
の
雅
歌
～
西
村
朗
の
音
楽
」（
春
秋

社
）
と
い
う
本
で
詳
し
く
述
べ
て
い
ま

す
。
何
か
の
機
会
に
ご
一
読
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

い
ず
み
ホ
ー
ル
「
い
ず
み
シ
ン

フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
大
阪
」
の
音
楽

監
督
に

　

作
曲
家
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
内
外

の
委
嘱
等
で
作
曲
し
発
表
し
た
作
品

は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
曲
・
室
内
楽
曲
・

合
唱
曲
な
ど
を
主
体
に
二
〇
〇
曲
以
上

あ
り
、
カ
メ
ラ
ー
タ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
社

な
ど
か
ら
二
十
数
点
の
Ｃ
Ｄ
作
品
集
が

出
て
お
り
、
楽
譜
は
、
全
音
楽
譜
出
版

社
な
ど
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
東
京
音
楽
大
学
・
大
学
院

で
作
曲
の
教
授
を
務
め
つ
つ
、
内
外
の

音
楽
祭
等
で
、
作
品
発
表
や
審
査
や
企

画
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
送

メ
デ
ィ
ア
で
は
、
現
在
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

Ｔ
Ｖ
の
「
Ｎ
響
ア
ワ
ー
」（
毎
週
日
曜

日
夜
九
時
～
十
時
）
の
司
会
役
を
つ
と

め
、
大
阪
関
連
で
は
、
い
ず
み
ホ
ー
ル

を
拠
点
と
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
い
ず

み
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
大
阪
」
の
音
楽

監
督
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
世
界
最
高
水
準
の
実

力
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度

お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
愛
す
る
懐

か
し
い
母
校
の
い
っ
そ
う
の
発
展
と
、

諸
先
輩
、
同
窓
の
皆
々
様
の
ま
す
ま
す

の
ご
清
栄
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
、
い
ま
、
在
校
生
で
あ
る

皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
の
実
現
に
向

け
て
大
き
く
羽
ば
た
い
て
ゆ
か
れ
る
こ

と
を
、
一
先
輩
と
し
て
願
っ
て
止
み
ま

せ
ん
。

 
が
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「
Ｎ
響
ア
ワ
ー
」を
見
た
会
友
は
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
二
〇
〇
九
年
か
ら
司
会
を
し
て
い
る
の
が
、

十
八
期
の
西
村
朗
氏
で
す
。
多
忙
な
西
村
氏
に
寄
稿
を
お
願
い
し
、
原
稿
が
届
き
ま
し
た
。

　大阪市に生まれる。東京芸術大学及び同大学院に学ぶ。
日本音楽コンクール作曲部門第１位（1974）、エリザベート国際音
楽コンクール作曲部門大賞（1977・ブリュッセル）、ルイジ・ダルッ
ラピッコラ作曲賞（1977・ミラノ）、尾高賞（1988・1992・
1993･2008）、中島健蔵音楽賞（1990）、京都音楽賞［実践部門賞］
（1991）、日本現代芸術振興賞（1994）、エクソンモービル音楽賞
（2001）、第３回別宮賞（2002）、第36回（2004年度）サントリー
音楽賞、第47回毎日芸術賞（2005）等を受賞。現在、東京音楽大
学教授、2000年よりいずみシンフォニエッタ大阪の音楽監督に就
任、2003年よりＮＨＫ-ＦＭ ｢現代の音楽｣ の解説を６年間行い、
2009年より同教育テレビ ｢Ｎ響アワー｣ の司会者を務める。

西村　朗　　作曲家
(Akira NISHIMURA)

写真提供：東京オペラシティ文化財団
撮影；大窪道治

中
一
か
ら
作
曲
家
め
ざ
し

勉
強
を
し
な
が
ら

旭
高
校
入
学

一
浪
し
て
東
京
芸
術
大
学
へ

　
西
村
　
朗

（
18
期
　
作
曲
家
／
東
京
音
楽
大
学
教
授
）

旭
高
校
時
代
の
思
い
出
と
近
況
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小
学
校
五
年
で
知
っ
た
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
魅
力

　

十
八
期
生
の
私
が
旭
高
に
入
学
し
た

の
は
、
一
九
六
九
年
四
月
で
、
卒
業
は

一
九
七
二
年
三
月
で
し
た
。
全
国
的
な

学
生
闘
争
の
後
期
か
ら
末
期
の
こ
ろ

で
、
七
〇
年
に
は
大
阪
万
博
が
あ
り
、

三
島
由
紀
夫
の
自
決
も
あ
り
ま
し
た
。

私
の
出
身
中
学
は
大
阪
市
立
東
中
学
校

で
、
中
一
の
こ
ろ
か
ら
作
曲
家
を
目
指

し
て
、
個
人
的
に
音
楽
の
専
門
教
育
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
育
ち
は
音
楽
的
な

環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
小

学
校
五
年
生
の
と
き
、
新
設
さ
れ
た
校

内
放
送
室
の
一
員
と
な
り
、
そ
こ
で
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
魅
力
を
知
り
、
さ
ら

に
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
交
響

曲
」
と
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
「
新
世
界

交
響
曲
」
に
出
あ
っ
た
こ
と
で
、
作
曲

家
に
な
り
た
い
と
強
く
願
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

作
曲
家
へ
の
受
験
勉
強
と
高
校

生
活

　

進
学
志
望
の
大
学
は
、
国
立
の
大
学

で
唯
一
作
曲
科
の
あ
っ
た
東
京
芸
術
大

学
音
楽
学
部
で
、
そ
の
受
験
勉
強
の
た

め
、
高
校
で
は
一
般
学
科
の
学
習
に
加

え
て
、
大
阪
と
東
京
の
師
匠
の
下
で
の

作
曲
理
論
や
ピ
ア
ノ
や
ソ
ル
フ
ェ
ー

ジ
ュ
の
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
特
殊
事
情
の
下
で
の
旭
高
入
学

で
し
た
。

　

旭
高
を
選
択
し
た
理
由
は
、
校
舎
が

新
し
く
清
潔
な
感
じ
で
、
校
風
が
明
る

く
の
び
や
か
に
思
え
た
か
ら
で
、
独
立

し
た
立
派
な
建
物
の
学
生
食
堂
や
優
雅

な
欧
風
の
泉
水
池
の
あ
る
中
庭
、
そ
し

て
広
い
校
庭
も
す
ば
ら
し
く
、
さ
ら
に

は
城
東
区
鴫
野
の
自
宅
か
ら
徒
歩
で
も

通
え
る
と
い
う
立
地
も
大
変
あ
り
が
た

く
思
え
ま
し
た
。

　

旭
高
の
三
年
間
、
い
や
な
思
い
出
は

何
一
つ
あ
り
ま
せ
ん
。
立
派
な
先
生
方

と
よ
い
友
人
た
ち
と
出
会
え
、
幸
せ
で

し
た
。
先
生
方
で
は
特
に
数
学
の
松
村

先
生
と
国
語
の
倉
西
先
生
に
か
わ
い

が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
自
宅
に

も
伺
い
ま
し
た
。

　

無
論
の
こ
と
、
高
校
生
の
本
分
は
学

業
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
点
に
お

い
て
私
は
は
な
は
だ
劣
等
生
で
、
特
に

理
科
系
科
目
の
成
績
は
目
を
覆
う
ば
か

り
。
と
い
う
の
も
、
志
望
大
学
の
入

試
（
当
時
）
の
一
般
学
科
は
国
語
・
外

国
語
と
歴
史
の
三
科
目
だ
け
で
し
た
の

で
、
そ
の
他
の
学
科
に
つ
い
て
は
、
旭

高
時
代
に
積
極
的
に
学
習
し
た
記
憶
は

ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
、
先
生

方
の
お
情
け
で
毎
度
毎
度
、
赤
点
を
な

ん
と
か
免
れ
る
と
い
う
有
様
で
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
に
も
関
心
は
あ
り
ま
し
た

が
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
余
裕
が
な
く
、

残
念
な
が
ら
ど
こ
に
も
所
属
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

受
験
準
備
の
レ
ッ
ス
ン
課
題
を
こ
な

す
た
め
に
授
業
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
さ
ぼ

り
、
東
京
の
師
匠
の
も
と
に
行
っ
た
り
、

自
宅
に
こ
も
っ
て
勝
手
な
作
曲
し
た
り

で
、
し
ば
し
ば
数
日
連
続
欠
席
も
し
ま

し
た
。
い
ま
思
え
ば
、
よ
く
卒
業
で
き

た
も
の
で
、
先
生
方
の
温
か
い
理
解
を

賜
っ
て
の
こ
と
と
、
あ
ら
た
め
て
感
謝

の
念
を
抱
き
ま
す
。

大
学
入
学
で

大
好
き
な
作
曲
に
打
ち
込
め
る

　

そ
し
て
な
ん
と
か
卒
業
後
、
一
浪
し

て
志
望
大
学
に
入
学
し
、
今
日
に
至
る

東
京
暮
ら
し
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
芸

大
作
曲
家
の
同
期
入
学
は
十
九
名
で
、

出
身
地
も
年
齢
も
バ
ラ
バ
ラ
で
し
た

が
、
志
を
同
じ
く
す
る
た
め
す
ぐ
打
ち

解
け
、
飲
み
会
な
ど
で
は
、
現
代
芸
術

や
作
曲
技
法
な
ど
に
つ
い
て
、
生
意
気

な
議
論
を
さ
か
ん
に
た
た
か
わ
せ
ま
し

た
。
作
曲
科
の
学
生
と
な
り
、
と
に
か

く
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
作
曲
と
い
う

大
好
き
な
こ
と
に
打
ち
込
む
こ
と
が
誰

は
ば
か
ら
ぬ
本
分
と
な
っ
た
こ
と
で
し

た
。

　

情
報
豊
か
な
環
境
で
、
欧
米
の
前

衛
や
実
験
的
な
作
曲
に
も
魅
せ
ら
れ
、

そ
う
し
た
影
響
を
受
け
つ
つ
ど
ん
ど

ん
作
曲
し
、
幸
い
に
も
内
外
の
作
曲

コ
ン
ク
ー
ル
で
い
く
つ
か
の
賞
を
得

て
、
学
部
か
ら
大
学
院
へ
と
す
す
み
、

勢
い
に
乗
っ
て
調
子
づ
い
て
お
り
ま

し
た
。

希
求
心
か
ら
迎
え
た
作
曲
家
と

し
て
の
試
練

　

し
か
し
、
八
〇
年
に
大
学
院
を
終
了

し
た
頃
か
ら
、
思
い
悩
む
時
期
が
始
ま

り
ま
し
た
。
自
ら
の
作
曲
の
独
自
性
や

独
創
性
に
つ
い
て
の
希
求
心
が
強
ま
っ

た
か
ら
で
、
作
曲
家
と
し
て
の
本
当
の

試
練
の
と
き
を
迎
え
た
わ
け
で
す
。
そ

の
後
の
五
年
間
は
、
苦
し
み
つ
つ
模
索

を
続
け
、
日
本
や
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
な

思
想
・
宗
教
・
哲
学
・
美
学
・
芸
術
な

ど
も
で
き
る
限
り
探
求
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
自
分
な
り
の
継
続
深
化
発
展
的

テ
ー
マ
と
作
曲
技
法
に
な
ん
と
か
た
ど

り
着
い
た
の
は
、
八
十
年
代
の
後
半
で
、

三
十
歳
代
の
半
ば
に
近
づ
い
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
あ
た
り
の
苦
悩
の
経
緯
は
、

「
光
の
雅
歌
～
西
村
朗
の
音
楽
」（
春
秋

社
）
と
い
う
本
で
詳
し
く
述
べ
て
い
ま

す
。
何
か
の
機
会
に
ご
一
読
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

い
ず
み
ホ
ー
ル
「
い
ず
み
シ
ン

フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
大
阪
」
の
音
楽

監
督
に

　

作
曲
家
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
内
外

の
委
嘱
等
で
作
曲
し
発
表
し
た
作
品

は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
曲
・
室
内
楽
曲
・

合
唱
曲
な
ど
を
主
体
に
二
〇
〇
曲
以
上

あ
り
、
カ
メ
ラ
ー
タ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
社

な
ど
か
ら
二
十
数
点
の
Ｃ
Ｄ
作
品
集
が

出
て
お
り
、
楽
譜
は
、
全
音
楽
譜
出
版

社
な
ど
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
東
京
音
楽
大
学
・
大
学
院

で
作
曲
の
教
授
を
務
め
つ
つ
、
内
外
の

音
楽
祭
等
で
、
作
品
発
表
や
審
査
や
企

画
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
送

メ
デ
ィ
ア
で
は
、
現
在
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

Ｔ
Ｖ
の
「
Ｎ
響
ア
ワ
ー
」（
毎
週
日
曜

日
夜
九
時
～
十
時
）
の
司
会
役
を
つ
と

め
、
大
阪
関
連
で
は
、
い
ず
み
ホ
ー
ル

を
拠
点
と
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
い
ず

み
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
大
阪
」
の
音
楽

監
督
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
世
界
最
高
水
準
の
実

力
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度

お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
愛
す
る
懐

か
し
い
母
校
の
い
っ
そ
う
の
発
展
と
、

諸
先
輩
、
同
窓
の
皆
々
様
の
ま
す
ま
す

の
ご
清
栄
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
、
い
ま
、
在
校
生
で
あ
る

皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
の
実
現
に
向

け
て
大
き
く
羽
ば
た
い
て
ゆ
か
れ
る
こ

と
を
、
一
先
輩
と
し
て
願
っ
て
止
み
ま

せ
ん
。　大阪市に生まれる。東京芸術大学及び同大学院に学ぶ。

日本音楽コンクール作曲部門第１位（1974）、エリザベート国際音
楽コンクール作曲部門大賞（1977・ブリュッセル）、ルイジ・ダルッ
ラピッコラ作曲賞（1977・ミラノ）、尾高賞（1988・1992・
1993･2008）、中島健蔵音楽賞（1990）、京都音楽賞［実践部門賞］
（1991）、日本現代芸術振興賞（1994）、エクソンモービル音楽賞
（2001）、第３回別宮賞（2002）、第36回（2004年度）サントリー
音楽賞、第47回毎日芸術賞（2005）等を受賞。現在、東京音楽大
学教授、2000年よりいずみシンフォニエッタ大阪の音楽監督に就
任、2003年よりＮＨＫ-ＦＭ ｢現代の音楽｣ の解説を６年間行い、
2009年より同教育テレビ ｢Ｎ響アワー｣ の司会者を務める。

各
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
同
窓
生
が
参
集

■
異
業
種
交
流
会
と
は
・
・
・

　
「
旭
窓
会
異
業
種
交
流
会
」
は
六
年

前
『
ゆ
と
り
教
育
』
の
時
代
に
、
校

内
理
事
か
ら
「
講
演
で
き
る
卒
業
生

探
し
に
苦
慮
し
て
い
る
」
と
の
話
が

発
端
で
す
。
当
時
そ
の
よ
う
な
卒
業

生
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
会
長
の
独
断
で
リ

ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、「
異

業
種
交
流
会
」
の
形
で
案
内
状
を
送

付
い
た
し
ま
し
た
。

　

初
回
は
二
十
二
名
が
参
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
業
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

先
輩
を
輩
出
し
た
、
母
校
の
輝
か
し

い
実
績
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、『
ゆ
と
り
度
』が
低
下
し
、

講
演
授
業
は
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
参
加
さ
れ
た
方
の
間
で

世
代
を
超
え
た
交
流
が
は
じ
ま
り
、

互
い
に
刺
激
を
与
え
、
経
験
か
ら
母

校
発
展
へ
の
提
言
を
い
た
だ
け
る
交

流
会
に
成
長
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
昨

年
の
旭
窓
（
同
窓
会
誌
）
で
案
内
状

送
付
希
望
者
を
募
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

一
〇
〇
通
を
超
え
る
希
望
が
あ
り
、

案
内
状
を
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
実
際
の
参
加
者
は
三
十
一
名

と
微
増
で
す
が
、
ハ
ー
ド
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
参
加
者
が
増
加
傾
向

に
推
移
し
て
い
る
こ
と
に
は
一
定
の

評
価
が
で
き
ま
す
。
今
後
は
日
程
・

会
費
・
会
場
に
つ
い
て
検
討
し
、
参

加
者
増
加
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

異
業
種
交
流
会
参
加
の
方
に
は
、

秋
の
総
会
は
実
費
、
交
流
会
は
実
費

＋
年
会
費
＋
運
営
賛
助
金
を
原
則
と

し
て
い
ま
す
。
年
会
費
制
と
運
営
賛

助
金
制
の
浸
透
に
一
役
に
な
っ
て
い

た
だ
い
き
、
参
加
者
に
は
負
担
を
お

か
け
し
て
い
ま
す
。

■
異
業
種
交
流
会
開
催

　

四
月
十
九
日
、
大
阪
市
都
島
区
の

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
「
城
見
」
で
、

『
旭
窓
会
異
業
種
交
流
会
』
を
開
催
し

三
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

異
業
種
交
流
会
は
、同
窓
生
で
教
育
・

行
政
・
企
業
な
ど
の
分
野
の
第
一
線

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が
横
断
的
に

交
流
し
、
母
校
支
援
や
同
窓
会
や
母

校
を
縁
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

に
な
れ
ば
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

母
校
か
ら
は
新
任
の
一
色
千
賀
子

校
長
と
、
三
月
で
退
任
し
た
井
上
正

英
前
校
長
も
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
井

上
氏
は
任
期
中
に
取
り
組
ん
だ
ド
イ

ツ
や
タ
イ
な
ど
の
国
際
交
流
事
業
や

学
区
再
編
成
に
よ
る
中
学
校
訪
問
の

取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
一
色
氏
は
生
徒
の
学
力
や
生
活

態
度
な
ど
に
つ
い
て
一
定
の
高
い
評

価
を
し
つ
つ
、
さ
ら
に
適
性
に
応
じ

て
力
を
引
き
出
す
教
育
方
針
な
ど
、

着
任
の
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

井
上
前
校
長
は
母
校
の
た
い
へ
ん

厳
し
い
状
況
か
ら
上
昇
機
運
に
導
い

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
会

長
か
ら
ね
ぎ
ら
い
と
謝
意
を
伝
え
ま

し
た
。
一
色
新
校
長
か
ら
は
伝
統
に

恥
じ
ぬ
よ
う
旭
高
校
の
た
め
務
め
た

い
と
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

食
事
を
摂
り
な
が
ら
歓
談
の
あ
と
、

参
加
者
の
自
己
紹
介
や
近
況
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

教
育
関
係
で
は
大
学
・
短
期
大
学
・

教
育
委
員
会
な
ど
、
行
政
関
係
で
は

地
方
自
治
体
な
ど
、
企
業
・
自
営
業

で
は
鉄
鋼
・
製
造
・
電
機
・
旅
行
・

保
険
・
ホ
テ
ル
・
法
曹
・
小
売
な
ど

最
新
の
各
界
事
情
な
ど
実
例
を
交
え

た
興
味
深
い
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
開
催
中
は
あ
ち
こ
ち
で
名
刺
交

換
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
普
段
会
わ
な
い
業

種
の
方
か
ら
お
話
が
聞
け
た
」「
先
輩（
あ

る
い
は
後
輩
）
に
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ

る
方
が
い
て
刺
激
に
な
っ
た
」
な
ど
母

校
を
縁
と
し
た
つ
な
が
り
を
再
確
認
し

満
足
で
き
た
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

● 異業種交流会のご案内 ●　
　卒業生24,000名の中には、それぞれ
業界のリーダーとして活躍しておられま
す。卒業生の活躍は、母校への刺激にも
なっています。
　異業種交流会の案内状を希望される方
は、旭窓会総会案内はがきに、「案内状
希望」に○印をつけてください。
　来年の予定　
　　日程　2011年２月18日（金）
　　時間・会場　未定
　　会費　15,000円
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ジュン
　　　　　（松　田　とよ子）
　　　　　　　　　　　 （14期生）
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赤松畳店
赤　松　幸太郎（6期生）

TEL 06－6951－6745　FAX 06－6951－6745
大阪市旭区新森5丁目13-3 新森公園北へ50m右側

畳・襖・木製建具
内装工事一式

㈱小池商店
代表取締役　小 池 　 元（18期生）

T 06－6951－5969 ／ F 06－6951－5966
http://www.koikeshoten.com

大阪市旭区高殿4-19-2

山　本　敦　史（38期生）

〒535-0021　大阪市旭区清水4-1-6

　 TEL　06-6955-1417

炭火焼鳥

久次米　孝夫（15期生）

日の出絹織  株式会社
HINODE KENSYOKU

〒553-0002　大阪市福島区鷺洲2-11-20
TEL：06-6452-0220   FAX：06-6452-0173

HINODE

健康で快適・安全な生活環境の創造と提供
建 物 総 合 管 理

有限会社アサヒビルメンテナンスセンター

代表取締役　村 田 和 廣（14期生）

〒535-001 大阪市旭区今市2-18-24
 TEL. 06-6952-4471
 FAX. 06-6952-6918

ギターリスト　大 森 守 雄
（ 2 期生）

〒630－0212　奈良県生駒市辻町450－13
TEL（0743）74－7771
FAX（0743）74－7771

大森ギター教室

個別
指導CanPass Kyodai

06-6352-3911（平日14時から21時） 06-6353-0553（平日14時から21時）

宮原校　東三国校　塚本校　森小路校　高殿校　今福校　関目校　野江校　鴫野校
井高野校　上新庄校　豊里校　淡路校　瑞光校　御幣島校　御幣島６丁目校
西淀川大和田校　長尾校　禁野校　津田校　河内磐船校　大和田校　古川橋校
古川橋駅南校　東寝屋川校　松井山手校　千林大宮校　菅原校　香里ケ丘校　香里園校

古市校　都島校　都島ベルファ前校　放出校　徳庵校　住道校　野崎校
鴻池新田校　新石切校　住道南校　五月丘校　千里山校　豊津校
桜塚校　豊中校　東豊中校　瓢箪山校　花園校　大東本部校　山田校
茨木校　茨木真砂校　高槻春日校　高槻富田校

を後援します!を後援します!合格合格旭高校生の第一志望旭高校生の第一志望
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代表取締役　島 巻 聖 三
（７期 生 ）

TEL 06-6911-7400 / FAX 06-6911-7778

〒538-0053  大阪市鶴見区鶴見5-4-23

株式会社 ヤマテン

代表取締役　中 西 芳 樹
（ 3 8 期 生 ）

TEL 06-6996-5821　FAX 06-6996-5824

〒570-0041  守口市東郷通3-1-28

大東鋼材株式会社

有限会社 中村商店
中　村　栄　造（2期生）

〒544－0031　大阪市生野区鶴橋5－21－22
TEL（06）6712－1556
FAX（06）6712－0403

薄鋼板販売

米国ニューオリンズ市名誉市民賞受賞店

SINCE 1970 おかげさまで 40周年／40才までの方はカバーチャージ無料だよ!！
URL：http://www.mmjp.or.jp/live-info/lhouse.html

ジャズライブパブ

ニューサントリー5ファイブ
森 　 美 典（6期）

大阪市北区曽根崎2－10－15
（曽根崎センタービル5F）
TEL.06（6312）8912
FAX.06（6314）0267

阪急 富国生命

曽根崎署

旭屋書店

1F  千房安田BK

花月

御

　堂

　筋

お
初
天
神
通
り

曽根崎センタービル5F
ニューサントリー5

名 和 正 孝（15期）

仲人士：八 木 泰 子

ご本人様もご家族様もお気軽にお問い合わせ下さい。

電　話：06-6471-1734
携　帯：090-3847-8477
Ｈ　Ｐ：www.ryouendokoro.com
メール：info@ryouendokoro.com

真剣に結婚をお考えの方へ！

日本仲人協会加盟

関西最大級の異業種交流成果展示即売展

感謝そして希望を活力に～

NPO  企振連  ICDO
奉仕で 振興して 行くどー！

事務局　〒541－0055　大阪市中央区船場中央2－1－4
☎（06）6261－8000㈹　Fax（06）6271－8000
http://www.skc.ne.jp　E：senba@skc.ne.jp

毎月の新鮮な情報の　早朝会・月例会　と！！
に参加下さい！

22年11月10・11日  マイドームおおさか3F

理事長　田 中 成 人（２期生）

”人の輪・衆智・繁栄” 人と企業を活性化する　　SKC船場経済倶楽部

NPO法人  SKC企業振興連盟協議会

昭和55年創設

税理士法人 テイタス
藤　原　　均（12期生）

大阪市城東区中央１丁目11番３号
TEL(06)6933-4351  FAX 6933-0002
e-mail fujiwara-ttas@tkcnf.or.jp
U R L http://www.tkcnf.com/fmc

みずほパートナーズ
法律事務所
岩﨑　利晴（23期生）

大阪市北区堂島1丁目1番25号  新山本ビル5階
TEL 06－6442－0167　FAX 06－6442－0703
E-mail  t.iwasaki@mizuho-law.jp

　来年発行の「旭窓」の広告の申し込みを
お願いします。
　来年６月頃案内状を送付予定ですの
で、ご協力いただける方は「案内希望」に
○印をお願いします。（1枠　10,000円）

広告のお願い

住所不明者の調査
にご協力ください

お寄せいただいた情報は、同窓会活動以外
には、使用いたしませんのでご安心ください。
振込用紙に、現在、住所の判らない方々を掲載して
います。ご存知の方がおられましたら、同封のは
がき又は封書で（FAX、メールでも可）ご存知の方の
No、氏名、住所等をご記入のうえ、お教えください。

はがき・封書（宛先）
  〒538-0053 	大阪市鶴見区鶴見3-8-10
　　　　　　	田中健司 方　旭窓会 宛
FAX. 06-6912-9397
メール. asahi14@occn.zaq.ne.jp
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現
在
、
旭
高
等
学
校
の
新
応
接
室
（
会

議
室
）
に
は
二
期
生
吉
田
秀
穂
さ
ん
と
中

村
栄
造
さ
ん
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た「
書
」

が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
曰
く
、「
千
慮

無
惑
」。
北
宋
の
孔
平
仲
で
す
。
十
分
考

え
尽
く
し
た
こ
と
に
は
惑
い
は
無
い
…
学

校
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
そ
う
あ
り
た
い
も

の
で
す
。

　

申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
四
月
か
ら

同
窓
生
の
皆
様
の
母
校
の
校
長
に
な
り
ま

し
た
一
色
で
す
。
就
任
以
来
同
窓
生
の
方

と
お
会
い
す
る
機
会
が
何
度
も
あ
り
ま
し

た
。
四
月
十
九
日
の
異
業
種
交
流
会
で
は

出
席
の
大
先
輩
に
発
破
を
掛
け
ら
れ
、
六

月
十
一
日
に
は
旭
窓
会
の
田
中
会
長
が

生
徒
会
役
員
に
生
徒
会
活
動
支
援
金
を
贈

り
、
母
校
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
う
熱
い

思
い
を
語
ら
れ
る
の
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
昨
年
度
に
続
き
、
二
年
生
の

ロ
ッ
カ
ー
の
リ
プ
レ
イ
ス
も
や
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

お
礼
を
申
し
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
旭
窓
会
の
皆
様
の

ご
支
援
も
、
母
校
が
「
輝
く
旭
」
た
れ
、

と
の
願
い
が
あ
れ
ば
こ
そ
。そ
の
期
待
に
、

な
ん
と
し
て
も
応
え
る
の
が
何
よ
り
も
の

お
礼
で
あ
る
、
と
。

　

幸
い
、
本
校
の
入
試
競
争
倍
率
、
入
学

者
成
績
も
好
調
で
、
今
春
の
卒
業
生
の
三

分
の
二
が
国
公
立
を
含
め
た
四
年
制
大
学

に
進
学
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
大
学

進
学
が
全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
進
路

保
障
と
い
う
点
か
ら
も
、
こ
の
流
れ
を
よ

り
確
実
な
も
の
に
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
元
気
な
旭
高
校
も
健

在
で
す
。
六
月
四
日
、
晴
天
の
も
と
に
開

催
さ
れ
た
体
育
祭
で
、
そ
れ
は
立
派
に
示

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
本
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
学
校
の
現
状
に
つ
い
て

詳
し
く
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
母
校
に

帰
っ
た
気
分
で
、
時
折
の
ぞ
い
て
い
た
だ

け
る
と
う
れ
し
い
の
で
す
が
…
。そ
し
て
、

「
な
か
な
か
や
っ
て
お
る
な
…
」
と
思
っ

て
い
た
だ
く
べ
く
、
が
ん
ば
ら
ね
ば
な
ら

な
い
の
が
、
私
を
初
め
と
し
た
教
職
員
で

あ
る
こ
と
は
言
わ
ず
も
が
な
で
す
。
時
に

は
、
叱
咤
激
励
、
常
に
は
温
か
い
眼
で
見

守
り
、
引
き
続
き
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

転出・退職等

職　　種 教　　科 氏　　名

学 校 長 井上　正英

教　　頭 宮崎　佐利

教　　諭 国　　　語 二松　俊之

教　　諭 数　　　学 上中　理史

教　　諭 英　　語 田中　尚美

教　　諭 英　　語 松原　　薫

主　　査 入江喜久治

再任用教諭 数　　学 平井　　直

再任用教諭 保健体育 古賀　慶一

着　　　　　　任

職　　種 教　　科 氏　　名

学 校 長 一色千賀子

教　　頭 大西　啓仁

教　　諭 国　　語 前田　文彦

教　　諭 数　　学 滝沢　正俊

教　　諭 数　　学 北川公一朗

教　　諭 保健体育 金田　正人

教　　諭 英　　語 赤堀　達哉

教　　諭 英　　語 池田かおる

教　　諭 英　　語 奥　　香織

着　　　　　　任

職　　種 教　　科 氏　　名

教　　諭 家 庭 科 坂尾　麗子

主　　査 木下　正昭

常勤講師 国　　語 太田　有冶

再任用教諭 数　　学 行成　安善

2010年（平成22年）度当初人事異動　〈敬称略〉

2010年（平成22年）３月卒業生の進路状況

母校への思いに応える
～ご支援への感謝と努力～

0 10 20 30 40 50 60 70 80
その他

予備校

就職

一般専門

看護医療

短大

大学

0 10 20 30 40 50 60 70 80
その他

予備校

就職

一般専門

看護医療

短大

大学

63％

10％

2％

16％

2％

6％

1％

［56・16期］［55・15期］［54・14期］

学 校 種 設置別
普通科 国際教養科 合　　計 合　　計 合　　計

合格 進学 合格 進学 合格 進学 合格 進学 合格 進学

４年制大学
国公立 2 2 0 0 2 2 1 1 1 1

私 立 223 121 91 51 314 172 209 136 137 99

短 期 大 学 私 立 31 20 14 8 45 28 36 25 41 33

医 療 専 全 8 5 1 0 9 5 18 9 3 3

一 般 専 全 32 31 13 13 45 44 21 21 40 39

私立大学 合計350（現役：314）

京都産業 21 佛教 8 前記の他、合格者がいる大学

近畿 40 大阪芸術 5  早稲田 常磐会学園

龍谷 24 大阪工業 4 明治 梅花女子

摂南 31 大阪商業 4 北里 千里金蘭

関西 14 帝塚山学院 5 びわこ成蹊スポーツ 太成学院

関西学院 10 天理 4 大谷 大阪人間科学

追手門学院 13  同志社女子 2 京都文教 関西医療

関西外国語 17 甲南女子 6 京都光華女子 森ノ宮医療

帝塚山 15 神戸松蔭女子 4 藍野 大手前

神戸女子 10 神戸女学院 2 大阪国際 関西国際

同志社 6 武庫川女子 6 大阪産業 甲子園

立命館 6 酪農学園 2 大阪女学院 神戸夙川学院

甲南 8 大阪樟蔭女子 園田学園女子

神戸学院 3 大阪電気通信 宝塚

桃山学院 6 大阪大谷 畿央

大阪経済 8 関西福祉科学  兵庫
京都外国語 5 相愛

国公立大学

滋賀 1

大阪教育 1

 奈良教育 1

合　計 3

大学合格合計 353

短期大学
合計45（現役のみ）

武庫川女子・短 16

関西外国語・短 7

近畿・短 4

常磐会 6

大阪薫英女子 2

大阪成蹊 2

大阪国際・短 1

大阪城南女子 1

大阪女学院・短 1

大手前 1

園田学園女子・短 1

白鳳女子 1

2010年３月に卒業した56期・16期を中心に
した進路状況をまとめたものである。

現役生（2009年度卒業生）の、延べ合格者数および進学者数

2010年度入試　受験結果合格状況
（指定校・AO・公募・一般・センター・補欠等全て合算：延べ人数）現役・浪人合算（斜体は浪人のみ）

一
色
校
長
と
同
時
に
着
任
し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大阪府立旭高等学校

校長 一色 千賀子 氏

教頭 

大 西 啓 仁 氏
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安
永
和
夫
先
生

数
学
科

在
任
期
間　
１
９
５
７
年
４
月
～
１
９
６
７
年
３
月

旭
高
校
、
今
宮
高
校
、
大
阪
府
教
育
委

員
会
、
大
阪
府
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
を

経
て
、
生
野
高
校
校
長
。
定
年
後
は
、

数
年
間
私
学
の
校
長
を
務
め
た
。

旭
高
校
に
誇
り
を
持
っ
て

同
窓
会
の
発
展
を
願
う

　
現
在
、
旭
高
校
に
は
国
際
教
養
科
が

あ
り
、
普
通
科
を
し
の
ぐ
人
気
だ
。
か

つ
て
教
育
の
国
際
化
・
情
報
化
が
教
育

課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
ろ
、
大
阪
府
教

育
委
員
会
は
、
英
語
教
育
の
工
夫
や
先

進
事
例
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。
そ

の
当
時
、
教
育
委
員
会
に
い
た
の
が
安

永
先
生
だ
。

─
─ 

当
時
、
教
育
委
員
会
で
は
実
用

的
英
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
英
語

圏
か
ら
新
卒
の
若
い
先
生
を
採
用
し
、

希
望
校
に
A
・
E
・
T
（
英
語
科
補
助

教
員
）
派
遣
事
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。

A
・
E
・
T
の
受
け
入
れ
を
た
め
ら
う

学
校
も
あ
り
ま
し
た
が
、
受
け
入
れ
た

学
校
は
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
も
成
果

を
あ
げ
、受
け
入
れ
校
も
増
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
を
ふ
ま
え
、今
で
は
、

九
学
区
に
一
校
ず
つ
国
際
教
養
科
が
で

き
ま
し
た
。

　

私
が
赴
任
し
た
生
野
高
校
も
、
普
通

科
で
し
た
が
早
く
か
ら
A
・
E
・
T
や

留
学
生
を
受
け
入
れ
、
教
育
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
た
学
校
の
一
つ
で
し
た
。

生
野
高
校
の
伝
統
と
自
分
の
経
験
を
活

か
し
て
、
積
極
的
に
留
学
生
を
受
け
入

れ
、
生
徒
の
視
野
を
広
げ
よ
う
と
学
校

全
体
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

私
と
同
時
に
生
野
高
校
に
着
任
し
、

一
緒
に
取
り
組
ん
だ
の
が
旭
の
六
期
生

の
O
先
生
で
す
。
彼
は
退
職
後
、
こ
の

経
験
を
生
か
し
、
ま
だ
反
日
デ
モ
な
ど

が
激
し
か
っ
た
こ
ろ
の
中
国
東
北
地
方

に
渡
り
、
中
国
人
の
学
生
に
日
本
文
化

や
日
本
語
を
教
え
、
学
生
た
ち
に
信
頼

と
尊
敬
を
得
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

国
際
教
養
科
は
、
言
語
を
学
ぶ
こ
と

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
異
文
化
の
理

解
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
自
国
の
文
化

を
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
上
で
、

人
と
人
の
間
に
信
頼
関
係
を
つ
く
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
大
阪
府
高
等
学
校
芸
術
文
化
連
盟
会

長
や
大
阪
府
高
等
学
校
音
楽
教
育
研
究

会
会
長
、
全
国
な
ぎ
な
た
連
盟
高
校
部

部
長
等
も
歴
任
さ
れ
た
。

―
― 

一
九
九
〇
年

（
平
成
二
年
）、
大

阪
で
行
な
わ
れ
た

近
畿
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
は
、
近

畿
圏
の
高
等
学
校

の
ほ
ぼ
八
〇
〇
校

約
一
万
人
の
生
徒

が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
行
事
の
演
目
、

ロ
ッ
ク
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー「
ざ
・
曽
根
崎
」

（
近
松
門
左
衛
門
の

曽
根
崎
心
中
）
の
主
役
の
徳
兵
衛
に

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
の
が
、

旭
の
演
劇
部
の
生
徒
で
し
た
。
ま
た
、

旭
の
筝
曲
部
は
邦
楽
部
門
の
常
連
で
し

た
。
書
道
部
も
よ
く
が
ん
ば
っ
て
い
ま

し
た
ね
。
高
体
連
の
活
躍
は
い
う
に
及

ば
ず
、
芸
文
連
で
も
旭
の
生
徒
は
が
ん

ば
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

　
卒
業
後
、
社
会
生
活
を
送
り
、
社
会

的
地
位
や
肩
書
き
が
取
れ
た
と
き
、
自

分
に
何
が
残
る
の
か
…
と
先
生
は
問
う
。

─
─ 

旭
の
生
徒
は
、
自
主
的
で
ノ
ビ

ノ
ビ
し
て
い
ま
し
た
。
卒
業
後
も
在
学

中
の
美
質
を
伸
ば
し
て
立
派
に
な
っ
て

い
る
先
輩
が
多
い
で
す
よ
。
十
八
期
の

西
村
さ
ん
ほ
ど
有
名
で
は
な
く
と
も

…
。
最
近
あ
っ
た
七
期
の
ク
ラ
ス
会
で

も
、
現
役
で
活
躍
し
て
い
る
人
も
、
引

退
し
て
い
る
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
的

を
持
っ
て
人
生
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う

で
し
た
。
遠
方
か
ら
の
参
加
す
る
一
泊

の
同
窓
会
で
し
た
が
、
充
実
し
た
会
で

し
た
。

　

学
校
の
ス
テ
イ
タ
ス
と
い
う
の
は
、
多

く
の
生
徒
た
ち
が
、
こ
の
学
校
で
学
ん

で
よ
か
っ
た
、卒
業
し
て
よ
か
っ
た
と
、

考
え
る
こ
と
か
ら
生
れ
る
も
の
で
す
。

受
験
産
業
の
つ
く
る
一
面
的
な
評
価
で

は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
充
実
し
た
学
校
生

活
を
通
じ
て
得
た
友
人
は
生
涯
の
友
と

な
る
で
し
ょ
う
。

　
来
年
に
六
十
周
年
を
迎
え
る
旭
は
、

今
や
、伝
統
校
の
一
環
だ
と
先
生
は
い
う
。

─
─ 

美
し
く
よ
く
整
備
さ
れ
た
校
舎

と
個
性
豊
か
な
優
れ
た
卒
業
生
を
持

つ
同
窓
会
。
校
長
先
生
は
じ
め
熱
心

な
先
生
が
多
い
の
で
、
旭
は
ま
す
ま

す
発
展
す
る
で
し
ょ
う
。

　

同
窓
会
活
動
に
無
関
心
な
人
が
多

い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
ど
こ
の
学
校

も
同
じ
で
す
。
同
窓
会
は
、
卒
業
生

に
と
っ
て
は
故
郷
の
よ
う
な
も
の
。

同
期
会
や
ク
ラ
ス
会
が
あ
る
の
は
、

同
窓
会
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
な

に
か
と
忙
し
い
で

し
ょ
う
が
、
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

同
窓
会
の
役
割

の
一
つ
は
、
年
々

行
な
わ
れ
て
い
る

学
校
行
事
や
そ
れ

に
関
す
る
生
徒
の

感
想
文
な
ど
、
学

校
と
協
力
し
て
記

録
を
保
存
す
る
こ

と
で
す
。
行
事
が

行
な
わ
れ
て
い
る
と
き
、
そ
の
内
容
は

関
係
者
に
共
有
さ
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
時
を
経
て
歴
史
の
一
コ
マ
と
な
っ

た
と
き
、
客
観
的
に
観
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
記
念
誌
を
作
る
と
き
に
も
大
い

に
役
立
ち
ま
す
。

　
大
学
卒
業
後
、
旭
に
赴
任
し
て
、
重

厚
な
校
舎
を
持
つ
学
校
が
多
い
中
、
病

院
の
よ
う
に
明
る
く
き
れ
い
な
校
舎
が

印
象
的
だ
っ
た
と
い
う
先
生
。
そ
こ
で

学
ぶ
皆
さ
ん
へ
…
。

─
─ 

学
習
と
い
う
の
は
、
重
い
荷
物

を
担
い
で
山
登
り
を
す
る
よ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
登
る
う
ち

に
眺
望
が
開
け
て
き
て
お
も
し
ろ
く
な

る
よ
う
に
…
。
特
に
数
学
や
理
科
は
そ

う
で
は
な
い
か
な
？
得
手
・
不
得
手
は

つ
く
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
。
自
分

に
は
そ
れ
が
、
あ
り
ま
し
た
。
不
得
手

と
い
う
の
は
、
勉
強
し
な
か
っ
た
こ
と

の
言
い
訳
で
し
ょ
う
か
。
ど
の
教
科
書

も
将
来
、
き
っ
と
役
立
つ
、
ま
た
人
生

を
豊
か
に
も
し
ま
す
。
し
っ
か
り
し
た

知
識
や
柔
軟
な
感
性
が
基
に
な
っ
て
大

切
な
判
断
力
や
知
恵
が
で
き
ま
す
よ
。

　

初
対
面
の
あ
い
さ
つ
も
そ
こ
そ
こ
に
、「
西

村
朗
の
音
楽
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
」
と
た
ず
ね
ら
れ
た
。「
卒
業
生
で
す
。

後
で
お
聞
か
せ
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
取
材
の

資
料
と
共
に
西
村
氏
の
Ｃ
Ｄ
が
用
意
さ
れ
て

い
た
。
資
料
を
基
に
、
数
学
や
科
学
に
関
す

る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
音
楽
・
美
術
・
演
劇

な
ど
、
果
て
は
小
説
・
映
画
な
ど
、
次
々
と

話
が
広
が
る
。
旭
高
校
に
い
ら
し
た
こ
ろ
に

は
、
触
れ
得
な
か
っ
た
先
生
の
一
面
に
触
れ

て
、
取
材
と
い
う
よ
り
歓
談
を
し
た
よ
う
だ
。

　

和
気
先
生
と
も
親
交
が
あ
り
、
た
く
さ
ん

の
作
品
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

演奏する旭高校の筝曲部

旭高校安永学級同窓会（平成22年）

和
気
先
生
の
絵
を
バ
ッ
ク
に

あ
の
先
生
は 

今
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遠　
　

足

台
湾
修
学
旅
行

体 育 祭

卒 業 式

文

化

祭

入 学 式

母
校
の
一
年


